
尼崎の未来に向けたまちづくりについて

～フリートーク型～
園田東生涯学習プラザにて

令和７年8月31日、尼崎市のまちづくりについて、参加者の皆さまに説明し、また
参加者の皆さまからは、子ども施策・部活動を含む教育施策や、尼崎をもっと良く
するための提案など、様々な意見をいただきました。
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【参加者からのご意見①】
製造業や産業に興味を持つが学生が増えるよう、
子どもたちが産業等に触れる機会を確保してほ
しい。

【現在の対応などについて】
製造業等の魅力を子どもたちに伝えていくこと
は将来の選択肢を広げるものと認識しており、
小中学校では、製造業関連の社会見学や出前授
業を取り入れています。また、全国大会でも優
勝の実績がある市立双星高校の部活動の内容に
ついても幅広く情報発信しているところです。
今後も子どもたちの可能性を最大限引き出せる
よう社会教育を進めるとともに、情報発信にも
意を用いて進めていきます。

第１６回

【参加者からのご意見②】
スクールソーシャルワーカーの配置が中学校区
に１人では少ないのではないか。

【現在の対応について】
不登校、いじめ、発達の課題、貧困、虐待等、
こどもを取り巻く様々な課題が多様化、複雑化
する中、こうした課題に対応するスクールソー
シャルワーカーについては、これまで配置が必
要な学校に対して重点的に配置してきましたが、
小学校から中学校への進学を見越した継続的な
支援が行いにくい点で課題がありました。
【これからの対応について】
令和８年度からは、全17中学校区に専任のス
クールソーシャルワーカーを１名ずつ配置する
ことで、小中一貫した切れ目のない支援を行う
とともに、令和8年度に開設する児童相談所等
の関係機関と連携し、支援体制の強化を図って
いきます。

将来の選択肢を広げるために スクールソーシャルワーカーの配置



みんなの

尼活
皆議

（※） 参加者の皆さまのご意見や取組中（または取組予定）の事業等は、代表して一部のみを掲載しています。
この他にいただいたご意見等は、尼崎市公式ホームページに掲載の車座集会の対話録をご覧ください。

【参加者からのご意見③】
生涯学習プラザで開催されている「プラット
フォーム」や「みんなの尼崎大学」など、尼崎市
では面白い取組がたくさんある。
ＳＮＳ等様々なツールを活用して、市外への情報
発信に力を入れてほしい。

【現在の対応などについて】
誰もがぷらっと気軽に参加できる話し合いの場で
ある「プラットフォーム」や、まちに、まなびを、
まきおこす「みんなの尼崎大学」は、市外在住の
方でもご参加いただけます。
そのためこれら取組についてはSNS、YouTube
動画を活用するとともに、近隣他都市と連携した
チラシの設置など市内外への情報発信に取り組ん
でいます。

【参加者からのご意見④】
農業公園がリニューアルすることをしっかりと広
報するとともに、農業公園の校区外の子どもたち
も来れるよう取り組んでもらいたい。

【現在の対応について】
農業公園は農業体験や環境学習の拠点として活用
できる公園を目指し、ハード・ソフトの両面から
取組を進めているところです。SNSなどを活用し、
より多くの方に来てもらえる施設となるよう周知
していきます。
【これからの対応について】
市内の全小学生を対象として実施している環境学
習・自然体験イベントを今後も継続することで校
区にとらわれることなく、農業公園の魅力に触れ
る機会を提供していきます。

【参加者からのご意見⑤】
飲食店やホテルをもう少し誘致すれば、阪神地域
周辺が活性化するのではないか。

【現在の対応などについて】
空店舗を活用して新たに店舗等を開業する場合に、
その経費の一部を補助する事業やグルメ情報を観
光局ホームぺージで発信するなど、商店街等のに
ぎわいの創出や魅力づくりを促進するための取組
を進めているところです。
また、ホテルについては、事業用地の情報を共有
するなど、事業者と連携し誘致に努めています。

【参加者からのご意見⑥】
行政、市民、各業界団体が集まり、地域のま
ちづくりを考える場を設けて欲しい。

【現在の対応などについて】
杭瀬や中央をはじめ、各商店街や事業者を中
心とした会議の場を開催し、定期的に議論し
ています。
また、商店連盟とも連携し、地域の活性化に
向けて引き続き取組を進めていきます。

【参加者からのご意見⑦】
まちづくりについて、市職員だけで考えるの
ではなく、市内の大学生と考え、コラボレー
ションしてはどうか。

【現在の対応などについて】
市内大学と包括連携協定を結ぶほか、大学生
が企画した取組を後押しする補助事業（支え
合いを育む人づくり支援事業）の実施などに
取り組んでいるところです。
今後も、大学生も含めて、市民の意見や提案
を積極的に聴取しながらより良いまちづくり
へとつなげていきたいと考えています。

プラットフォームやみんなの尼崎大学を
広めてほしい

まちづくりに市民の声を

農業公園のリニューアル

阪神地域の活性化に向けて
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